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１．はじめに 

１．１ 本器を安全に正しく使用していただくために 

 

当製品を正しくお使いいただくために、以下の注意事項をお守りください。また、ご使用前にこ

の取扱説明書をよくお読みください。 

 

 

この表示は「死亡又は重傷を負う恐れが想定される」の内容を示しています。 

 

この表示は「傷害を負う可能性又は物的損害が発生する可能性が想定される」の

内容を示しています。 

 

この表示は、気を付けていただきたい「注意喚起」の内容を示しています。 

 

この表示は、してはいけない「禁止」の内容を示しています。 

 

 警告 

・本器は、WBGT 値を測定する製品で、直接的に熱中症を予防する機器ではありません。 

熱中症の発症には、暑熱環境（温度、湿度、輻射熱、気流など）、個人差（性別、年齢、

既往歴）、行動状況（運動、労働、日常生活）、健康状態など様々な要因が作用します。本

器はあくまでも暑熱環境を評価する測定器としてご使用ください。 

・本器を設置する場合、安全対策を十分行ってください。 

・本器の電源線を配線する時は、接続する電源を切ってから配線作業を行ってください。 

 破損および感電の原因となります。 

 

 注意 

・本器は国内の法律に基づいて製造されています。日本国内で使用してください。 

・異常動作や故障した場合は、速やかに使用を中止してください。 

・お客様での改造や修理は行わないでください。修理はお買い上げ店、又は弊社にお問い 

合わせください。 

・本器を腐食性ガス雰囲気で保管、設置しないでください。 

 

○＼  禁止 

・本器は気象測定器ではありません。気象業務には使用しないでください。 

○＼  禁止 

 

 警告 

 注意 
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●JIS B 7922：2023 クラス 1.5 の精度保証について 

本器は、熱中症を引き起こす可能性が高い高温多湿環境での使用を目的としています。 

WBGT 精度区分±1.5℃は、高温多湿領域においての WBGT 精度となります。 

また、本器はラジエーションシールド（自然通風シェルター）に収納した温度湿度センサで

自然通風の演算式による推定自然湿球温度を算出していますので、「JIS B 7922：2017 版」

に比べ、より体感に近い値を測定しています。(詳しくは「JIS B 7922：2023 版」をご参照

ください) 

但し、本来 WBGT 計測には風速の影響を加味する必要がありますが、本器では風速を測定し

ていないため風速の影響を補正できません。 

このため、高温、低湿、微風速環境においては風速の影響を補正出来ないため、精度保証外

となりますので、ご使用の際には十分ご注意ください。 

無風あるいは微風速（例えば、エアコンや扇風機が OFF の屋内）環境では、ラジエーショ

ンシールド（自然通風シェルター）内の通風が出来ないため精度保証外となりますので、ご

使用の際には十分ご注意ください。 

 

 注意 

次のような場所、雰囲気中で本製品を使用しないでください 

故障、誤動作等のトラブルの原因になります。 

・溶剤および有機化合物のような揮発性の高い化学物質との緊密な接触を避けてください。 

 特に高濃度での長時間使用は避けてください。 

・ケトン、アセトン、エタノール、イソプロピルアルコール（IPA）、トルエンなどは湿度の

測定値にドリフトを引き起こす可能性があり復帰できなくなります。これらはエポキシ

材、糊、接着剤などに含まれていてベーキングや硬化のときにガス放出されることがあり

ますのでご注意ください。 

・可塑剤としてプラスチックにも添加され、梱包材にも使用されており、条件によりガス放

出されることがありますのでご注意ください。 

・高濃度の揮発性化学物質（エタノール、IPA、メタノール、アセトン、洗浄液および洗剤

等の溶剤）の雰囲気中では新鮮な空気を用いた良好な換気を確実に実施してください。 

・塩酸、硫酸、硝酸およびアンモニア等の酸および塩基は温湿度センサに悪影響を及ぼす可

能性があるので避けてください。高濃度のオゾンや過酸化水素も同様の影響を与える可能

性があるので避けてください。 

・なお、上記の例は温湿度センサに害がある物質の全てではありませんのでご注意ください。 

 

 注意 

・保管する場合は、出荷時の梱包箱に入れてください。出荷時の梱包材を廃棄しないで

ください。 

・保管する場合は、上記の化学物質を含むテープ等は使用しないでください。 
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海辺等の潮風にさらされる場所、粉塵やオイルミストがある雰囲気で使用する場合は、汚れ

や腐食等により製品寿命を短くする可能性があります。 

定期的なセンサの交換、製品の点検を行ってください。 

 

 

精度を維持するために、定期的にセンサを校正することをお薦めします。 

校正を実施する間隔は使用環境、センサへのストレスの程度により異なります。 

目安として年 1 回程度の校正をお薦めします。 

 

 

１．２ 梱包状態 

 ・本器がお手元に届きましたら、付属品などの内容物をご確認ください。また、輸送上で破損が 

ないか点検してください。もし破損したり、作動しない場合や内容物の不足がある場合、形名・

製品番号をお知らせください。 

  梱包状態・内容物のご確認は別紙の梱包用要領書を参照してください。 

 

 

１．３ 概要 

 ・本器は WBGT 値を測定、記録します。 

 ・測定データを RS-485にて出力することが可能です。（オプション） 

 ・記録したデータはメモリカードに転送してデータ収集することができます。 
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１．４ WBGT 指標について 

暑熱環境を評価する温熱指標として、WBGT（Wet-Bulb Globe Temperature：湿球黒球温度）が有り

ます。これは暑さ寒さに関係する環境因子(周囲温度、湿度、輻射熱、気流)のうち周囲温度、湿度、

輻射熱の 3 因子を取り入れた指標です。乾球温度、自然湿球温度（湿度に関係）と黒球温度（輻射

熱）の値から次の式で計算されます。日射のある屋外と日射のない屋内では、計算式が異なります。 
 

屋外で日射がある場合 

   WBGT＝0.7×自然湿球温度＋0.2×黒球温度＋0.1×周囲温度 
 

屋内で日射がない場合 

   WBGT＝0.7×自然湿球温度＋0.3×黒球温度 

 

WBGT 測定器は設置場所の地上面から 1.2m～1.5m の高さに設置し、屋外の場合日陰にならない場所

で観測することが必要です。とくに夏季の屋外では、太陽の直射や地面からの照り返しなどの輻射

熱が熱ストレスに大きく影響しますので輻射熱の測定は重要です。 

本器では、JIS 規格 JIS B 7922：2023 に基づき自然湿球温度を推定自然湿球温度に補正演算し 

WBGT を計算、JIS B 7922：2017 版に比べ、より体感に近い値を測定しています。 

なお、本器の推定自然湿球温度の求め方は、半導体温湿度センサにて温度と湿度を計測し、周囲温

度による飽和水蒸気量をもとに演算処理にて算出しています。 

指標については別紙、「WBGT 指標について」（I-02095）を参照してください。 
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１．５ 各部の名称 

  ・AC 電源仕様、DC 電源仕様の場合（一例） 

1211

109

8 7

6

5

4

1

3

2

白
：

０
Ｖ
(
－
)

黒
：
Ｄ

Ｃ
１
２

Ｖ
(
＋
)

 
 

    ①各種操作スイッチ（MODE､SHIFT､UP） 

    ②リセットスイッチ 

    ③インジケーターLED 

    ④黒球（黒球温度センサ） 

    ⑤ラジエーションシールド（温湿度センサ） 

    ⑥Ｔ型金具（三脚仕様、又はポール差し込み仕様の場合） 

    ⑦電源ケーブル（AC 電源用） 

    ⑧電源ケーブル（DC 電源用） 

    ⑨RS-485 コネクタ（オプション） 

    ⑩RS-485 コネクタ（デイジーチェーン用  オプション） 

    ⑪LCD 

    ⑫メモリカード用コネクタ 
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  ・充電池仕様の場合（一例） 

109

8

6

5

4

1

3

2

7

 

 

    ①各種操作スイッチ（MODE､SHIFT､UP） 

    ②リセットスイッチ 

    ③インジケーターLED 

    ④黒球（黒球温度センサ） 

    ⑤ラジエーションシールド（温湿度センサ） 

    ⑥電源スイッチ（屋内／屋外切り替え兼用） 

    ⑦電池ホルダー(充電池) 

    ⑧Ｌ型金具（パイプ取付け仕様の場合） 

    ⑨LCD 

    ⑩メモリカード用コネクタ 
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２．設置 

２．１ 設置場所 

 

 警告 

・通電中は決してコネクタ端子に触れないでください。感電の危険があります。 

 

 注意 

・屋外設置で強風時、三脚が転倒するとけがの原因になります。風速 10m/s 以上の強風 

 時は使用を中止し、安全な場所に移動してください。 

・傾いた場所など不安定な場所に設置しないでください。転倒して故障やけがの原因に 

 なります。 

・競技、作業中に人やボールなど衝突しない場所に設置してください。故障、けがの原 

 因になります。 

・黒球の中心位置が 1.5m を超えるような高さに三脚の支柱を伸ばさないでください。 

 本器が不安定になり転倒する恐れがあります。 

・危険防止のため、引火性ガスがあるような場所で、使用しないでください。 

 

   １）屋内では、熱源ごとに熱源にもっとも近い位置に設置してください。 

   ２）屋外では、日陰にならない位置に設置してください。 

   ３）測定位置は、黒球の中心位置が 1.2m～1.5m の高さになるように設置してください。 

 

     三脚仕様の設置例 

 

1.
2m
～

1.
5m
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２．２ 三脚の組み立て（三脚仕様の場合） 

 

 注意 

・三脚やステーで指や手を挟まないよう注意して組み立ててください。 

 

  １）三脚を開く。 

ステー  

      ①                 ② 

 

    ①三脚を立てます。 

    ②三脚を最大に広げます。 

 

  ２）支柱の組み立て 

中支柱固定ねじ

上支柱固定ねじゴムブッシュ

ゴムブッシュ

支柱

開脚ロック

支柱抜け止め
1m

1.
2m
～

1.
5m

約
15
cm

約
20
cm

 
      ①              ②              ③ 

 

    ①支柱が入るように開脚ロック、支柱抜け止めを緩めます。 

     三脚に支柱を底まで差し込み、支柱抜け止めを締め付けて固定します。 

     開脚ロックを締め付けます。 

    ②支柱を２段伸ばし、伸ばした支柱の最上部と最下部にゴムブッシュを移動します。 

    ③測定ユニットを固定用蝶ねじで支柱に固定し、黒球の中心位置の高さが 1.2～1.5m 

     になるように高さを調整します。 
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２．３ ポール取付方法（ポール差し込み仕様の場合） 

  ・ポール外径がφ27.5mm より細い場合 

    １）Ｔ型金具に付属の蝶ねじを外して、取り付けするポールにＴ型金具を奥まで差し 

      込みます。 

    ２）外した蝶ねじを元に戻してポールに締め付けます。 

    ３）測定ユニットがしっかり固定されているか確認します。 

 

Ｔ型金具

パイプ

Ｔ型金具

パイプ

蝶ねじ

 

 

        Ｔ型金具の内径寸法はφ27.5mm です。 

 

  ・ポール内径がφ42mm より太い場合 

    １）ポールの先から 20mm のところに、φ15mm の穴をあけます。 

    ２）Ｔ型金具に付属の蝶ねじを外して、取り付けするポールにＴ型金具を差し込みます。 

    ３）外した蝶ねじをパイプにあけた穴からＴ型金具のナットに締め付けます。 

    ４）測定ユニットがしっかり固定されているか確認します。 

 

蝶ねじ貫通穴

蝶ねじ
Ｔ型金具

パイプパイプ
φ１５ 穴あけ

20

Ｔ型金具
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２．４ パイプ取付方法（パイプ取付け仕様の場合） 

  １）取り付けするパイプの向きとＬ型金具の取り付け穴を確認します。 

 

パイプが横向きの時

パイプが縦向きの時

パイプが縦向きの時

パイプが横向きの時

Ｌ型金具

 

 パイプ外径 φ25～φ45 の場合       パイプ外径 φ45～φ70 の場合 

 

  ２）パイプを付属のＵボルト、ブラケットで挟みます。 

  ３）ＵボルトをＬ型金具の穴に通して、平座金、ばね座金、ナットの順に通して 

    ナットを締め込みます。 

  ４）測定ユニットがしっかり固定されているか確認します。 

 

ナット、ばね座金、平座金

ナット、ばね座金、平座金

Ｌ型金具
Ｌ型金具

パイプ

Ｕボルト

ブラケット

Ｕボルト

ブラケット

パイプ

 

 パイプ縦向き取付け パイプ横向き取付け 
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３．接続、充電池の交換 

３．１ AC 電源、DC 電源の接続（AC 電源仕様、DC 電源仕様の場合） 

 

○＼  禁止 

・指定されている電源電圧以外は使用禁止。火災、感電の原因になります。 

 

 注意 

・本器の電源線を配線する時は、接続する電源を切ってから配線作業を行ってください。

破損及び感電の原因となります。 

 

    １）AC 電源仕様をご使用の場合 

      電源電圧許容範囲、AC90V～AC132V、周波数 50/60Hz でご使用ください。 

      AC 電源ケーブルが短い場合は延長コード（MODEL : 5816-52-110 長さ 10m）を 

      ご使用ください。 

    ２）DC 電源仕様をご使用の場合 

      電源ケーブルの黒色線を(＋)、白色線を(－)にそれぞれ極性を間違わないよう、直流 

      電源に接続してください。 

      電源電圧許容範囲は DC10V～DC15V でご使用ください。 

    ３）電源ケーブルの接続と取り外し 

      電源ケーブルの接続は、コネクタ矢印を上面にして「カチッ」と音がするまで差し 

      込みます。 

      電源ケーブルを外すときは、コネクタのリング部を左側に回した状態で下側に抜き 

      ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 接続方法 取り外し方法 

 

左に回す

白
：

０
Ｖ

(－
)

黒
：

Ｄ
Ｃ

１
２

Ｖ
(＋

)
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３．２ 充電池の交換方法（充電池仕様の場合） 

 

○＼  禁止 

・指定されている電池以外は使用禁止。火災、感電の原因になります。 

 

 注意 

・コネクタの極性を間違えないでください。極性を間違えると電池が発熱したり、発火 

 する恐れがあります。 

・移動する場合は、充電池を取り外して下さい。充電池を取り付けたまま移動すると損

傷や思わぬ事故(電池の発熱や、発火、感電）の原因になります。 

 

 3.2.1 交換方法 

    １）電源スイッチを OFF にします。 

    ２）カバー止めねじを緩めてカバーを開きます。 

    ３）コネクタのロックを解除しながらコネクタを引き抜きます。 

ロックを解除せずにコネクタを引き抜くと、コネクタの損傷や思わぬ事故 

（電池の発熱や、発火、感電）の原因になります。 

    ４）電池ホルダーを取り出します。 

    ５）充電池を取り出し、付属充電器で充電します。 

付属単三充電池 ：パナソニック(株)  BK-3HCD 

付属充電器  ：パナソニック(株)  BQ-CC63 
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    ６）電池ホルダーを逆の手順で取り付けます。 

      この時、電池ホルダーリード線は必ずコネクタ上側(スイッチ寄り)を 

      通るようコネクタを回転して接続してください。 

      カバーを閉じる時は、電池ホルダーリード線および導通リード線が 

      本体とカバーの間に挟まらないように注意して閉じてください。 

      充電池の発熱や発火、感電等の事故につながります。 

    ７）カバーを元に戻してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロック解除(しっかりツメを押し上げる)

しながら引き抜いてください。

コネクタの損傷につながります。

基板

ツメ
押し上げる

ロック
解除

コネクタ

リード線

警告 警告

コネクタ

ツメ

導通リード線

電池ホルダー

充電池の発熱や発火、感電等の事故につながります。

本体とカバーの間に挟まらないように注意して閉じてください。

通るようコネクタを回転して接続してください。

電池ホルダーのリード線は必ずコネクタ上側(スイッチ寄り)を

カバーを閉じる時は、電池ホルダーリード線および導通リード線が

電池ホルダーリード線
導通リード線の下を通すよう接続してください。

 

コネクタ

電源スイッチをＯＦＦにする。

カバーカバー止めねじ

電池ホルダー
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３．３ RS-485 コネクタの接続 

通信ラインと電源ラインは必ず独立した配線を行ってください。 

通信ラインと電源ラインが平行に配線されますと不安定の原因になります。 

 

 注意 

・本器を配線する時は、接続する電源を切ってから配線作業を行ってください。破損及

び感電の原因となります。 

・間違った配線で使用しないでください。機器破損の原因となります。 

 

    １）RS-485 コネクタの接続と取り外し 

      RS-485 コネクタの接続は、コネクタ挿入部の溝を合わせて差し込み、コネクタの 

      リング部を右方向に回して接続します。 

      RS-485 コネクタを外すときは、コネクタのリング部を左方向に回してから下側に 

      抜きます。 

 

回す回す

 
 

 

 接続方法 取り外し方法 
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 3.3.1 コネクタピン配列 

       RS-485 コネクタ 

ピン番号 信号名 機 能 

1 ＋ 非反転出力 

2 － 反転出力 

3 Term ターミネータ 

（200Ω） 4 Term 

 

      適合接続コネクタ：RM15WTPZ-4P(71) （ヒロセ電機（株）製） 

               JR13WCCA-4(71) （ヒロセ電機（株）製） 

               使用ケーブル外径 φ3.8～φ4.2 

 

       RS-485 コネクタ（デイジーチェーン用） 

ピン番号 信号名 機 能 

1 ＋ 非反転出力 

2 － 反転出力 

 

      適合接続コネクタ：RM15WTPZ-2P(71) （ヒロセ電機（株）製） 

               JR13WCCA-4(71) （ヒロセ電機（株）製） 

               使用ケーブル外径 φ3.8～φ4.2 

 

 3.3.2 各種機器との接続 

    RS-485 コネクタからの出力を、弊社の各種機器（別売）と組み合わせることで 

    システムアップすることが可能です。 

 

    例１）測定場所で表示したい場合。 

       RS-485 入力大形 WBGT 表示器・・・・4015-E1-A06／A07 を使用します。 

    例２）測定場所で熱中症危険度の告知やパネルでの掲示をしたい場合。 

       RS-485 入力熱中症警戒 WBGT 表示パネル・・・・5816-95 を使用します。 

    例３）測定場所で警告用信号灯や機器の制御をしたい場合。 

       RS-485 入力 WBGT リレーユニット・・・・5816-91 を使用します。 

    例４）測定場所でデータ管理をしたい場合。 

       ユーティリティソフト・・・・5890-11 を使用します。 

                     （別途、RS-485 変換器とパソコンが必要に 

                      なります。） 
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４．表示・設定・操作・インジケーターLED 

４．１ 測定表示 

 

 4.1.1 測定表示内容の確認と切り替え方法 

    １）カバー止めねじを緩めてカバーを外します。 

    ２）MODE、SHIFT、UP のいずれかを押して表示を点灯します。 

    ３）MODE スイッチを押すと LCD 表示画面の表示項目が切り替わります。 

    ４）確認後、カバーを元に戻してください。 

 

    注意）表示はスイッチ操作がなくなってから約 10 秒後に消灯します。 

       MODE、SHIFT、UP のいずれかを押すことで再点灯します。 

 

    ・測定表示の確認操作 

＊Ｃ゜５．２２：ＴＧＢＷ
゜Ｃ．７２：ｐｍｅＴ ２

ＭＯＤＥスイッチ

＊Ｃ゜５．２：
゜Ｃ．２：ｅＷ ｔ

Ｇｌｏ ｅｂ
０ ４
７

ＭＯＤＥスイッチ

＊
：ｍＨｕ ｉ ５１％ＲＨ

ＭＯＤＥスイッチ

周囲温度（Temp）、WBGT（WBGT）表示

周囲温度（Temp）、WBGT（WBGT）表示へ戻る。

相対湿度（Humi）表示

推定自然湿球温度（Wet）、黒球温度（Globe）表示
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 4.1.2 表示内容 

 

番号 表示 内    容 

① 空白 測定範囲内 

* 測定範囲外 

② 空白 測定値が正の数 

－ 測定値が負の数 

③ 空白 正常動作中 

L バッテリー電圧低下 

アラーム 

R ラジエーションシールド側 

センサ異常 

G 黒球側 

センサ異常 

④ * 記録動作中 

# 記録動作停止中 

 

 

 

４．２ 設定モード 

 

 4.2.1 設定内容の確認と変更方法 

    １）カバー止めねじを緩めてカバーを外します。 

    ２）MODE、SHIFT、UP のいずれかを押して表示を点灯します。 

    ３）MODE スイッチを長押し（約３秒）すると設定モードになります。 

    ４）設定モード中に MODE スイッチを押すと各設定内容の確認ができます。 

      各設定内容の変更は、キーロックを解除してから変更したい項目へ移動し、 

      SHIFT スイッチを押すとカーソル点滅になります。 

      UP スイッチを押して設定内容を変更してください。 

    ５）MODE スイッチを押して設定内容の変更を確定してください。 

      カーソル点滅がなくなります。 

    ６）MODE スイッチを長押し（約３秒）すると変更した設定が有効となり、 

      測定表示に戻ります。 

    ７）カバーを元に戻してください。 

 

    注意）設定モード中はスイッチ操作がなくなってから約２分後に測定表示に戻ります。 

       この場合、変更した設定内容は無効になります。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ゜５．２２：ＴＧＢＷ
゜Ｃ．７２：ｐｍｅＴ ２

Ｃ゜５．２：
゜Ｃ．２：ｅＷ ｔ

Ｇｌｏ ｅｂ
０ ４
７

：ｍＨｕ ｉ ５１％ＲＨ

①
①

①
①

①

②

②
②

③

③

③

④

④

④
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    ・設定内容の確認操作 

カレンタ゛ ＴＨＵ
２０１５．０６．１ １４：３０１

ＭＯＤＥスイッチ

メモリト゛ウサ
ウワカ゛キ

ＭＯＤＥスイッチ

アト゛レス
１

設定モード（カレンダ）

設定モード（メモリ動作）

設定モード（アドレス）

＊Ｃ゜５．２２：ＴＧＢＷ
゜Ｃ．７２：ｐｍｅＴ ２

周囲温度（Temp）、WBGT（WBGT）表示

ＭＯＤＥスイッチ長押し

ＭＯＤＥスイッチ

サＷＢＧＴケイ ンシキ
ＯＵＴ

設定モード（WBGT計算式）

ＭＯＤＥスイッチ

設定モード（キーロック）

キ－ロック
ロック

ＭＯＤＥスイッチ

設定モード（カレンダ）へ戻る。

 

 

 

    ・設定内容の変更操作（一例） 

 

メモリト゛ウサ
ウワカ゛キ

設定モード（メモリ動作）

ＳＨＩＦＴスイッチ

メモリト゛ウサ
ウワカ゛キ

メモリト゛ウサ

ＵＰスイッチ

テイシ

メモリト゛ウサ
テイシ

ＭＯＤＥスイッチ

カーソル点滅

カーソル点滅

ＳＨＩＦＴスイッチ

ＵＰスイッチ

ＭＯＤＥスイッチ

カーソル点滅

カーソル点滅

設定モード（キーロック）

キーロック
ロック

キーロック

キーロック

キーロック

ロック

カイシ゛ョ

カイシ゛ョ
 

 

 

 

 

 

 



MODEL 401F JIS class 1.5 

- 19 - 

 

 4.2.2 設定内容 

 

設定項目 設定範囲 内  容 

カレンダ 

注意１） 

年：2001～2099 

月：01～12 

日：01～31 

時：00～23 

分：00～59 

日付、時刻を設定します。 

カーソル点滅時に MODE スイッチを押

すと 00 秒で設定されます。 

メモリ動作 ウワガキ 機器の電源が OFF から ON になったと

きから、約１分周期で測定データを記

録します。 

過去に測定したデータが記録されて

いる場合は続きから記録します。最大

記録時間を超えた場合は、最も古い記

録データを順次消去しながら新しい

測定データを記録します。 

テイシ 機器の電源が OFF から ON になったと

き、または設定が有効になったときか

ら、約１分周期で測定データを記録

し、最大記録時間に達すると記録を停

止します。 

過去に測定したデータが記録されて

いる場合は続きから記録し、最大記録

時間に達するまで最も古い記録デー

タを順次消去しながら、新しい測定デ

ータを記録します。 

アドレス 1～5 機器のアドレスを設定します。 

ＷＢＧＴ計算式 

注意２） 

OUT 屋外用の WBGT計算式で WBGTを計算し

ます。屋外で使用するときは、こちら

を選択します。 

IN 屋内用の WBGT計算式で WBGTを計算し

ます。屋内で使用するときは、こちら

を選択します。 

キーロック ロック 設定内容の確認はできます。 

設定内容の変更はできません。 

カイジョ 設定内容の確認と変更ができます。 

 

    注意１）日付、時刻を変更する前に、必ず記録データをメモリカードへ転送してください。 

        日付、時刻が重複すると、過去の記録データをメモリカードへ転送できません。 

    注意２）充電池仕様の場合、WBGT 計算式の設定は屋内にしてください。 

        電源スイッチで屋外または屋内の計算式に切り替えができます。 

        屋外に設定した場合、電源スイッチでの切り替えができません。 

        この場合、WBGT 計算式は屋外で計算します。 
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４．３ 測定データの記録の開始と停止について 

 

    本器は測定データの記録を開始、停止するスイッチは搭載していません。 

    機器の電源が OFF から ON になったとき、測定データの記録を開始します。 

    設定モードのメモリ動作の設定が「テイシ」の場合、最大記録時間に達すると記録 

    を停止します。（注意１） 

    メモリ動作の設定が「ウワガキ」の場合は停止せず、最大記録時間に達すると最も 

    古い記録データを順次消去しながら新しい測定データを記録します。 

    電源を OFF にした場合は測定、記録を終了します。（充電池仕様で充電池の 

    交換等、電源を OFF にした場合も測定、記録されません。） 

 

    注意１）測定期間中に電源が OFF になった場合（落雷などで瞬時停電があった場合等） 

        は、電源が復帰（ON）すると続きから測定データの記録を開始し、最大記録 

        時間に達すると記録を停止します。 

        この場合、電源が復帰（ON）してから最大記録時間に達するまで測定データ 

        を記録するため、電源 OFF（瞬時停電前）までの過去の記録データが順次消 

        去され、新しい測定データが記録される恐れがあります。 

 

 

 

・最大記録時間に達するまでに記録データをメモリカードへ転送してください。 

 特に長期間運用する場合は、適宜、記録データをメモリカードへ転送することをおすす 

 めします。 

・一度消去された過去の記録データを元に戻すことはできません。 

 過去の記録データを消去させたくない場合は、機器の電源を ON にした直後、機器の電 

 源を OFF にする直前にメモリカードへ転送することをおすすめします。 
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４．４ データ転送モード 

 

 

・本器で使用するメモリカード内にデータがある場合は、そのデータのバックアップを 

 必ずお取りください。 

 万一の事故でメモリカード内のデータが破損しても当社は責任を負いかねます。 

・本器には、メモリカード内のデータを消去する機能はありませんので、あらかじめ消 

 去または FAT 形式でフォーマットしてください。 

・データ転送中はメモリカードを抜かないでください。 

 メモリカードが破損し使用できなくなる恐れがあります。 

・メモリカード挿抜時に無理な方向へ大きな力が加わると、本器またはメモリカードが 

 破損する恐れがあります。 

 取扱いには十分注意してください。 

 

    １）メモリカードの挿入は、メモリカードを端子面が見えない向きに持ち、メモリ 

      カード用コネクタの下部からゆっくり挿入し、「カチッ」と音がするまで差し 

      込みます。 

 

 

 

    ２）メモリカードの抜去は挿入時と同じ方向へ、「カチッ」と音がするまで押し込む 

      とメモリカードが飛び出してきます。 

      ゆっくりメモリカードを抜き去ってください。 
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 4.4.1 データ転送方法 

    １）カバー止めねじを緩めてカバーを外します。 

    ２）MODE、SHIFT、UP のいずれかを押して表示を点灯します。 

    ３）SHIFT スイッチを長押し（約３秒）するとデータ転送モードになります。 

    ４）メモリカードをメモリカード用コネクタに挿入してください。 

    ５）LCD 表示画面の指示に従って、スイッチ操作をします。 

    ６）データ転送終了後、メモリカードを抜いてからカバーを元に戻してください。 

 

    ・データ転送操作 

タ

ＭＯＤＥスイッチ

＊Ｃ゜５．２２：ＴＧＢＷ
゜Ｃ．７２：ｐｍｅＴ ２

周囲温度（Temp）、WBGT（WBGT）表示

ＳＨＩＦＴスイッチ長押し

データ転送モード

テ゛ー テンソウモート゛
Ｐｕｓｈ ＭＯＤＥ ｓｗｉｔｃｈ

タテ゛ー テンソウ
ｓ

シマスカ？
Ｙｅ ：ＳＨＩＦＴ Ｎｏ：ＵＰ

ＳＨＩＦＴスイッチ

メモリカ－ト゛カクニンチュウ

タテ゛ー テンソウチュウ
％８．４６

タ

ＭＯＤＥスイッチ

テ゛ー テンソウ
Ｐｕｓｈ ＭＯＤＥ ｓｗｉｔｃｈ

カンリョウ

ｓＹｅ ：ＳＨＩＦＴ Ｎｏ：ＵＰ

ＳＨＩＦＴスイッチ

シュウリョウシマスカ？

＊Ｃ゜５．２２：ＴＧＢＷ
゜Ｃ．７２：ｐｍｅＴ ２

周囲温度（Temp）、WBGT（WBGT）表示

ＵＰ
スイッチ

ＵＰ
スイッチ

 

 

 

    注意）データ転送中も測定、記録を行っています。 

       データ転送完了まで数分かかります。 
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    ・エラー表示 

      メモリカードが認識できない場合は、下記のエラー動作になります。 

ー
Ｐｕｓｈ ＭＯＤＥ ｓｗｉｔｃｈ
メモリカート゛エラ

メモリカ－ト゛カクニンチュウ

 

 

      対処：認識可能なメモリカードを準備してください。 

         ６．２ 仕様を参照してください。 

 

 

      データ転送動作中にメモリカードが抜かれる等、メモリカードに異常があった 

      場合は、下記のエラー動作になります。 

ー
Ｐｕｓｈ ＭＯＤＥ ｓｗｉｔｃｈ
メモリカート゛エラ

タテ゛ー テンソウチュウ
％８．４６

 

 

      対処：認識可能なメモリカードを準備し、LCD 表示画面の指示に従って 

         再度データ転送してください。 

 

 4.4.2 メモリカードに記録されるデータについて 

      ファイル形式：CSV（日付ごとに作成されます。） 

      記録内容  ：測定した日付と時刻（Date & Time） 

             周囲温度（Temp）、推定自然湿球温度（Wet）、黒球温度（Globe）、 

             WBGT（WBGT）、相対湿度（Humi） 

             WBGT 計算式（IN/OUT） 

             アドレス（Address） 

      最大記録時間：約 40 年（2GB のメモリカードにおいて） 

 

      （一例） 

        ファイル名：20180620.csv 

               年月日 

        記録内容 
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４．５ データ初期化モード 

 

 4.5.1 設定値の初期化、記録データの初期化方法 

    １）供給電源を切ります。 

    ２）カバー止めねじを緩めてカバーを外します。 

    ３）MODE、SHIFT、UP スイッチを押しながら電源を投入します。 

      （電源投入後、約５秒間、スイッチを押したままにしてください。） 

    ４）LCD 表示画面の指示に従って、スイッチ操作をします。 

    ５）設定値の初期化または記録データの初期化完了後、供給電源を切ります。 

    ６）カバーを元に戻してください。 

 

 

・記録データの初期化を行うと過去の記録データが全て消去されます。 

 記録データを初期化する前に、記録データをメモリカードへ転送することをおすすめ 

 します。 

 

    ・データ初期化操作 

タ

ＭＯＤＥスイッチ

テ゛ー モート゛
Ｐｕｓｈ ＭＯＤＥ ｓｗｉｔｃｈ

ｓＹｅ ：ＳＨＩＦＴ Ｎｏ：ＵＰ

ＳＨＩＦＴスイッチ

ｓＹｅ ：ＳＨＩＦＴ Ｎｏ：ＵＰ

供給電源ＯＦＦ

ショキカ

セッテイ ショキカ キロク ショキカ

データ初期化モード

ＵＰスイッチ

ＳＨＩＦＴスイッチ

ｓＹｅ ：ＳＨＩＦＴ Ｎｏ：ＵＰ ｓＹｅ ：ＳＨＩＦＴ Ｎｏ：ＵＰ
セッテイ ショキカ キロク ショキカＯＫ？

ＳＨＩＦＴスイッチ

セッテイ ショキカ ．．．．．

ＳＨＩＦＴスイッチ

キロク ショキカ ．．．．．

セッテイ ショキカ キロク ショキカカンリョウ
Ｐｕｓｈ ＭＯＤＥ ｓｗｉｔｃｈ

カンリョウ
Ｐｕｓｈ ＭＯＤＥ ｓｗｉｔｃｈ

ＭＯＤＥスイッチ

ＯＫ？

ＵＰ
スイッチ

ＵＰ
スイッチ

ＭＯＤＥスイッチ

ＭＯＤＥ、ＳＨＩＦＴ、ＵＰ

スイッチ長押し
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４．６ リセットスイッチ 

 

 4.6.1 リセットスイッチの操作方法 

    １）カバー止めねじを緩めてカバーを外します。 

    ２）リセットスイッチを押します。本器がリセットされ、インジケーターLED1 が点灯、 

      LED2 が点灯し再起動します。 

      4.7.2 電源 ON 直後、リセット直後の動作について を参照してください。 

    ３）カバーを元に戻してください。 

 

 

 

４．７ インジケーターLED 

 

 4.7.1 インジケーターLED の確認方法 

    １）カバー止めねじを緩めてカバーを外します。 

    ２）インジケーターLED1、LED2 の状態を確認します。 

    ３）カバーを元に戻してください。 

 

LED1 LED2 動  作  状  態 

点灯 点灯 電源 ON 直後、又はリセット直後 

※１ 消灯 下記の組み合わせを参照してください。 

 

    ※１：消灯（データ送信待機中です。） 

       点滅（約１分ごとに点滅しデータを送信します。） 

 

    正常動作中は約１分ごとに LED1 が点滅（データ送信中）し、LED2 が消灯 

    （設定値の読み出しエラー、又は書き込みエラーがない時）の状態となります。 

 

 4.7.2 電源 ON 直後、リセット直後の動作について 

    正常動作時、電源 ON 直後、リセット直後のインジケーターLED の状態は下記の 

    ように動作します。 

 

      ①インジケーターLED1 が点灯、LED2 が点灯。 

          ↓ 

      ②インジケーターLED1 が消灯、LED2 が消灯。 

          ↓ 

      ③約１分ごとにインジケーターLED1 が点滅、LED2 が消灯。 

          ↓ 

      以後、②と③を繰り返します。 

 



MODEL 401F JIS class 1.5 

- 26 - 

５．通信設定 

５．１ 仕様（RS-485 オプション） 

 

 5.1.1 仕様 

    伝送方式   ：調歩同期半二重方式 

    伝送速度   ：19200bps 

    データ長   ：7bit 

    ストップビット：1bit 

    パリティ   ：なし 

    データ    ：JIS ８単位符号に準拠 

    誤り検出   ：パリティ 

            BCC 

             STX 直後から ETX まで（ETX を含む）の排他的論理和を演算した 

             結果とします。 

    制御文字   ：STX (02H) start of text 

            ETX (03H) end of text 

    伝送手順   ：単向式 

    接続台数   ：上位コンピュータを含め、最大 32 台 

    線路長    ：最大 500m 

            使用ケーブル シールド付きツイストペア AWG28 以上 

    ターミネータ ：RS-485 コネクタ内、短絡配線にて 200Ωでターミネート 

    データ出力周期：約１分 

 

    ※）マルチドロップでご使用の場合、次の点にご注意ください。 

       ・通信フォーマットを統一してください。 

       ・機器番号は重複しないでください。 
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 5.1.2 接続 

     RS-485 は、上位コンピュータを含めると 32 台まで接続できます。 

     なお、伝送路の両端の機器は、エンド局の指定を行う必要があります。 

     エンド局の指定は、ターミネータを短絡してください。 

     なお、短絡用のリード線は付属していません。 

     もう一方は、コンバータで、ターミネータの設定を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンバータ SI-35USB をご使用の場合は次のように設定してください。 

 

 

 

A:ディップスイッチ SW-A 

B:ディップスイッチ SW-B 

 

 

 

SW-A 
No.1～5 は全て OFF に設定 
（通信速度：9600bps 以上） 

 

SW-B 

 機能 設定 

No.1 送信データのエコー受信 ON 

No.2 回線モード（通信方式）選択 OFF 

No.3 TR+、TR-間の終端抵抗設定 ※1 

No.4 R+、R-間の終端抵抗設定 ※1 

※1：終端抵抗有りのとき ON、無しのとき OFF 

 

 

     ターミネータ 

       短絡すると回線に終端抵抗 200Ωが並列に接続されます。 

     入出力 

       接続は TR＋・TR－端子に接続します。 

       “＋”が非反転出力、“－”が反転出力です。 

－ 

＋ 

－ 

＋ 

－ 

＋ 

コンバータ推奨機器   

LINEEYE(株)製 SI-30：RS-232C/RS-485コンバータ 

 SI-35USB：USB/RS-485 コンバータ 

RS-232C 

(USB) 

コンバータ 

シールド線 

ターミネータを短絡 

上位コンピュータ側 

№1 

№2 

№3 

GND 

TR- 

TR+ 

 

向かって左から No.1 

ノブを下げると ONになります。 

1 2 3 4 5

SW-A

1 2 3 4

SW-B

ON ON
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５．２ 出力データ 

 

 5.2.1 出力データフォーマット 

    周囲温度、推定自然湿球温度、黒球温度、相対湿度、WBGT の５データを出力します。 

    出力した最後尾に CR（0DH）が付加されます。 

 

 

    ・正常時 

                    周囲温度 

   STX      0      1      A      _       +      3      2       .      0       , 

02H 30H 31H 41H 20H 2BH 33H 32H 2EH 30H 2CH 

    1       2      3      4      5       6      7      8       9      10     11 

 

                    推定自然湿球温度 

                                  _       +      2      4      .      5       , 

20H 2BH 32H 34H 2EH 35H 2CH 

                                  12     13     14     15     16      17     18 

 

                    黒球温度 

                                  _       +      4      1      .      0       , 

20H 2BH 34H 31H 2EH 30H 2CH 

                                  19     20     21     22     23      24     25 

 

                    相対湿度 

                                  _      5      2       , 

20H 35H 32H 2CH 

                                 26      27     28     29 

 

                    WBGT 

                                  _      2      9      ETX    BCC     CR 

20H 32H 39H 03H  0DH 

                                 30      31     32     33     34      35 
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    ・センサ断線時 

                    周囲温度 

   STX      0      2      A      _       _      －     －      .      －      , 

02H 30H 32H 41H 20H 20H 2DH 2DH 2EH 2DH 2CH 

    1       2      3      4      5       6      7      8       9      10     11 

 

                    推定自然湿球温度 

                                  _       _      －     －     .      －      , 

20H 20H 2DH 2DH 2EH 2DH 2CH 

                                  12     13     14     15     16      17     18 

 

                    黒球温度 

                                  _       _      －     －     .      －      , 

20H 20H 2DH 2DH 2EH 2DH 2CH 

                                  19     20     21     22     23      24     25 

 

                    相対湿度 

                                  _      －     －       , 

20H 2DH 2DH 2CH 

                                 26      27     28     29 

 

                    WBGT 

                                  _      －     －     ETX    BCC     CR 

20H 2DH 2DH 03H  0DH 

                                 30      31     32     33     34      35 
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    ・センサ故障時 

                    周囲温度 

   STX      0      3      A      _       _      E      r       r      _        , 

02H 30H 33H 41H 20H 20H 45H 72H 72H 20H 2CH 

    1       2      3      4      5       6      7      8       9      10     11 

 

                    推定自然湿球温度 

                                  _       _      _      _      _       _       , 

20H 20H 20H 20H 20H 20H 2CH 

                                  12     13     14     15     16      17     18 

 

                    黒球温度 

                                  _       _      _      _      _       _       , 

20H 20H 20H 20H 20H 20H 2CH 

                                  19     20     21     22     23      24     25 

 

                    相対湿度 

                                  _       _      _       , 

20H 20H 20H 2CH 

                                 26      27     28     29 

 

                    WBGT 

                                  _       _      _     ETX    BCC     CR 

20H 20H 20H 03H  0DH 

                                 30      31     32     33     34      35 

 

 

 

文 字 列 位 置 内    容 

2 測定ユニットアドレス（十の位） 

30H:0 固定です。 

3 測定ユニットアドレス（一の位） 

31H～35H まで（1～5）になります。 

5､12､19､26､30 

（正常時） 

測定範囲内（20H：スペース） 

測定範囲外（2AH：＊   ） 

6､13､20 

（正常時） 

測定値が正の数（2BH：＋） 

測定値が負の数（2DH：－） 

 

    注意）相対湿度データが「*99」の場合は、本器を設置している場所の雰囲気中の 

       湿度が高い状態（100%RH）を表しています。 

       雰囲気中の湿度が低くなると数値が下がります。 

       数値が下がらない場合は、センサの故障が考えられます。 

 



MODEL 401F JIS class 1.5 

- 31 - 

６．形名、仕様 

６．１ 形名 

 

 形名 

    ４０１Ｆ－□－□－□－□－Ｊ 

         Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

 

  Ⅰ．供給電源 

記号 電源電圧 

3 AC100V 

8 DC12V 

ED 充電池 

 

  Ⅱ．シリアル出力 

記号 シリアル出力 

X なし 

E1 RS-485 

 

  Ⅲ．シリアル出力（デイジーチェーン） 

記号 シリアル出力 

X なし 

E1 RS-485 

 

  Ⅳ．取付方法 

記号 取付方法 

54 三脚 

56 ポール差し込み 

57 パイプ取付け 

（φ25～45） 

58 パイプ取付け 

（φ45～70） 

 

  Ⅴ．JIS B 7922 準拠 

記号 仕様 

J JIS class 1.5 
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６．２ 仕様 

 

適合規格  ： JIS B 7922 : 2023  クラス 1.5 

 表示・出力範囲 

   WBGT         ：0.0～60.0℃ 

   周囲温度       ：0.0～60.0℃（ラジエーションシールド付き） 

   推定自然湿球温度   ：周囲温度と相対湿度から算出 

   黒球温度       ：0.0～80.0℃（φ150mm 黒球） 

   相対湿度       ：10～90％RH 

 

 測定精度 

   精度区分       ：クラス 1.5 

               使用範囲 風速 0.3～10m/s 

   WBGT         ：±1.5℃（15.0～40.0℃） 

   周囲温度       ：±0.5℃（20.0～50.0℃） 

   推定自然湿球温度   ：―――  

   黒球温度       ：±0.5℃（20.0～60.0℃） 

   相対湿度       ：±3％RH（30～90％RH（25℃において）） 

 

 分解能 

   WBGT         ：0.1℃ 

   周囲温度       ：0.1℃ 

   推定自然湿球温度   ：―――  

   黒球温度       ：0.1℃ 

   相対湿度       ：1％RH 

 

 異常検出 

   測定オーバ 

   センサ断線 

   センサ故障 

 

 演算式 

   屋外         ：WBGT＝0.7×推定自然湿球温度＋0.2×黒球温度＋0.1×周囲温度 

   屋内         ：WBGT＝0.7×推定自然湿球温度＋0.3×黒球温度 

 

 表示器          ：LCD（16 桁×2 行） 

 

 カレンダ時計       ：年月日、時分秒 

               日差 ±3 秒（25℃において） 

               うるう年自動補正機能あり（西暦 2099 年まで） 

               カレンダ時計用電池寿命  製造後、約 10 年 
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 記録機能     ：最大記録時間 144000 分 

           約 1 分ごとに測定データを記録します。 

 

 使用可能 

   外部記録媒体 ：2GB micro SD カード相当 

           データ消去、フォーマット機能なし 

           最大記録日数 約 40 年（2GB メモリカードにおいて） 

           SDHC カードや SDXC カードは使用できません。 

 

 通信       ：５．通信設定 を参照してください。 

 

 一般仕様 

   動作周期   ：約１分（約１分ごとにウェイクアップして、WBGT 値等を記録し、 

           スリープ状態になります。） 

   供給電源   ：AC100V、50/60Hz 

           DC12V 

           充電池 

             付属の充電池で約１ヵ月（25℃において）動作可能です。 

             付属の充電池の場合、充放電回数は約 150 回です。 

             機器及び使用条件により、実際の繰り返し回数は異なります。 

   電源電圧   ：AC90V～AC132V 

     許容範囲 ：DC10V～DC15V 

   消費電力   ：AC100V の時 約 2.5VA 

           DC12V の時 約 30mA 

   絶縁抵抗 AC 電源の時 

          ：電源端子／出力端子間 DC500V 50MΩ以上 

          ：電源端子、出力端子／外箱間 DC500V 50MΩ以上 

   絶縁抵抗 DC 電源の時 

          ：電源端子、出力端子／外箱間 DC500V 50MΩ以上 

   耐電圧 AC 電源の時 

          ：電源端子／外箱間 AC1500V １分間 

          ：出力端子／外箱間 AC500V １分間 

          ：電源端子／出力端子間 AC1500V １分間 

   耐電圧 DC 電源の時 

          ：電源端子、出力端子／外箱間 AC500V １分間 

   保護等級   ：IP23 相当 

   取付方法   ：三脚 

           ポール差し込み 

           パイプ取付け 

   質量     ：約 7kg （三脚含む） 

   動作周囲温湿度：0～50℃、10～90％RH（非結露） 

   保存温湿度  ：-20～70℃、10～90％RH（非結露） 

   付属品    ：電源ケーブル約 5m 
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６．３ 外形図 

  ・三脚仕様の場合 

 

コードフック

15
00

ma
x

1050 max

250 max

80
0

ma
x

637.5±15

51
3±

15

 

                                   単位 ｍｍ 

 

  ・ポール差し込み仕様の場合 

637.5±15

51
3±

15

 

                                   単位 ｍｍ 
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  ・パイプ取付け仕様の場合 

637.5±15

62
4±

15

 

 

                                   単位 ｍｍ 

 

 

 

 

 

 

 

【保証について】 

１）保証期間 

 製品のご購入後又はご指定の場所に納入後１年間と致します。 

２）保証範囲 

上記保証期間中に当社側の責任と明らかに認められる原因により当社製品

に故障を生じた場合は、代替品の無償提供又は当社工場において無償修理

を行います。 

 ただし、次項に該当する場合は保証の範囲外と致します。 

 ①カタログ、取扱説明書、クイックマニュアル、仕様書などに記載されて 

  いる環境条件の範囲外での使用による場合 

 ②故障の原因が当社製品以外による場合 

 ③当社以外による改造・修理による場合 

 ④製品本来の使い方以外の使用による場合 

 ⑤天災・災害など当社側の責任ではない原因による場合 

 なお、ここでいう保証は、当社製品単体の保証を意味し、当社製品の 

 故障により誘発された損害についてはご容赦いただきます。 
 

 

３）製品の適用範囲 

当社製品は一般工業向けの汎用品として設計・製造されておりますので、原

子力発電、航空、鉄道、医療機器などの人命や財産に多大な影響が予想され

る用途に使用される場合は、冗長設計による必要な安全性の確保や当社製品

に万一故障があっても危険を回避する安全対策を講じてください。 

４）サービスの範囲 

 製品価格には、技術派遣などのサービス費用は含まれておりません。 

５）仕様の変更 

製品の仕様・外観は改善又はその他の事由により必要に応じて、お断りなく

変更する事があります。 

 

以上の内容は、日本国内においてのみ有効です。 
 

 
●この取扱説明書の仕様は、2024年2月現在のものです。 

 

ホームページ URL http://www.tsuruga.co.jp/ 

# 鶴賀電機株式会社 当製品の技術的なご質問、ご相談は下記まで問

い合わせください。 

技術サポートセンター 0120-784646  

受付時間:土日祝日除く 9:00～12:00/13:00～16:00 
大阪 営業所 〒558-0013 大阪市住吉区我孫子東 1 丁目 10 番 6 号太陽生命大阪南ビル 5F  TEL 06(4703)3874(代) FAX 06(4703)3875 

名古屋営業所 〒460-0015 名古屋市中区大井町 5 番 19 号ｻﾝﾊﾟｰｸ東別院ﾋﾞﾙ 2F TEL 052(332)5456(代) FAX 052(331)6477 

横浜 営業所 〒222-0033 横浜市港北区新横浜 1 丁目 29 番 15 号 TEL 045(473)1561(代) FAX 045(473)1557 
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